
送付書

令和4年 6月 20日第 3073号で受付した登記申請につい

て，下記書類等を送付いたします。

ご査収のほどお願いいたします。

区還付書類

ロ／受領証

口印鑑カード

口登記事項証明書

口その他 ( 

記

千葉地方法務局法人登記部門

担当： 片見

電話： 043-302-1315

）． 



決議録 有償ボランティ～了 NPO法人大網お助け隊 作成 野村一郎 頁 1/1 

タイトル 令和 2年総会書、、四E9結果 実施期日 令和 2年4月24日（金）

場 所大網お助け隊事務所

書面提出者： 石川庄六、杉本義光、松岡邦裕、床爪照男、、野村一郎、 小川栄治、内田正人、川崎貴剛、

佐々木則夫、新谷英敏、安岡律子、大場もと次、永田英文、野£ひな子、内山渓美子、飯田純子、松崎文男

積田隆夫、杉本美子、石橋恵子

佐藤絹子、水本秀孝、大橋秀代、

西垣孝子、山崎香、管原幸子、

星野靖広、村上則男、水野洋一、

による決議結果について
／ で -Y'
二::>

令和 2年4月17日に予定していた NPO法人大網お助け隊総会は、コ ロナウイルスの影響で「緊

急事態宣言」により中止し、書面による決議の開催を通知したところ、協力会員全員から議案に対す

る回答が得られました。ついては、下記のとおり議決があったとしてみなしましたので、報告します。

1 NPO法人大網お助け隊総会があったものとみなされた日 令和 2年4月24日

2 議決があったものとみなされた事項

(1) 第 1号議案令和 1年度事業活動報告

承認 50 否認O NPO法人大網お助け隊会則第 12条の規定に基づき承認されました

［意見等］なし

(2) 第 2号議案令和 1年度 収支決算報告及び会計監査報告

承認50 否認O NPO法人大網お助け隊会則第 12条の規定に基づき承認されました

［意見等］なし

(3) 第 3号議案 令和 2年度 組織及び役員 ＼千でぎに占丘乞訂:-'(_

／組織及び関係機関職員の変更。 一
i理事人事では理事全員ら任期が満了。このため理事 7名 石川庄六、杉本義光、松岡邦裕、

¥に---～野村一郎了戸「田正人、野上ひな子、内山渓美子と監事 1名 小川栄治、の再任を提示し、
これらの承認を提案。承認50 否認O NPO法人大網お助け隊会則第12条の規定に

基づき承認されました ［意見等］なし

(4) 第4号議案令和 2年度事業活動計画

承認50 否認O NPO法人大網お助け隊会則第12条の規定に基づき承認されました

［意見等］なし

(5) 第5号議案令和 2年度会計予算

承認50 否認0 NPO法人大網お助け隊会則第 12条の規定に基づき承認されました

［意見等］なし

なお、議事録署名人は野村一郎、松岡 邦裕の両名としました。

以上、この総会書面決議が正確であることを証します。 令和2年4月'24

代 表 石川庄夭

議事録署名人 野i

議事録籍名人 松岡 邦裕

疇遣伍己．店卸rよ、
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就任承諾書

私は、令和 2年4月24日の貴法人通常総会において、貴法人の理事に

選任されたので、その就任を承諾します。

令和 2年4月24日

千葉県大網白里市細草 876番地 13 0 

、ゞ翁‘

石川庄六□□9
特定非営利活動法人大網お助け隊 御中
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理事会議事録 ＿_Q_法人大網お助け隊 作成松岡邦裕

（総会の書面決議の報告および理事長の人選のため理事会を開催した）:~~~;鯰心は必ぶ復Iミ消軒へど｀炒叶戸 ‘4 0 
実施期日：令和2年4月24日 ）15時～15時30分 場所お助け隊事務所

出席者 ：石川庄六ロ 左、：松岡邦裕、内田正人、野上ひな子、内山員美子、野村一郎 （理事7名）

審議事項

1、総会開催について

総会については市の指導により公民館の使用不可の通知があり、館内での総会は中止とした。

諸事情を鑑み、総会は集合開催せず、書面にて実施することとし、往復はがきによる議案賛否

を会員全員に問うた。

結果、令和2年4月24日付け書面決議にて令和2年度総会案件(1)~ (5)の案件について
議決があったとみなし、協力会員過半数の賛成を得、これらは承認された。

2、 理事長の選出について

理事・監事の任期満了に伴い、総会に全理事等の再任を提案し、総会での承認を得た。

このことをもって、新理事石川庄六、杉本義光、松岡邦裕、内田正人、野上ひな子、内山漠美子、

野村一郎にて次期理事長の人選を諮った。理事長に石川庄六氏を再任する事を全員異議なく

承認した。

なお、 議事録署名人を松岡邦裕、野村 一郎の2名とする

以上、この議事録が正確であることを証します。

., 
議長（代表）

議事録署名人

議事録署名人

！ 

石川庄六
9、

松岡邦裕

野村 一 郎 ◎B



就任承諾書

私は、令和2年4//）理事の互選において、貴法人の理事長に
その就任を承諾します。選任されたので、
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令和 2年4月24日1
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千葉県大網白里市細草 876番地.1 3 0 

~ :Y\ 石 ) I l 庄 六

特定非営利活動法人大網お助け隊 御中



令和4年度NPO法人大網お助け隊通常総会 議事録

日時 令和4年4月22日（金） 13:30-15:30

場所 大網白里市中央公民館 lF会議室

出席者 石川庄六、杉本義光、松岡邦裕、野村一郎、佐々木則夫、安岡律子、

内田正人、小川栄治、内山慎美子、野上ひな子、 川崎貴剛、新谷英敏、永田英文、

水野洋一、水本秀孝、積田隆夫、松崎文男、松崎優、飯田純子、菅原幸子、

山内友代、柳澤洋子、平賀登、野口政子、石黒悦子、津久井京子 合計27名

定刻、司会の松岡邦裕より、 NPO法人大網お助け隊通常総会開催にあたり、会員数55名

に対し、出席者 27名、委任状 20名、合計47名となることから、定款第 26条及び会則第

12条により本通常総会は成立する旨宣言した。また定款第 25条により、議長選出を諮った

ところ、出席者の互選により松岡邦裕が選出され本人はこれを承諾した。議長は議事録作成

者に永田英文を、議事録署名人に石川庄六、野村一郎を指名し、議事に入った。

1.代表挨拶

代表の石川庄六より、大網お助け隊は発足より 11年 6か月となりましたが、住みよい街

づくりのためこれまで皆さんの活動に感謝します。利用者から感謝の言葉を沢山いただい

てます。昨年はコロナ禍で開催できなかった総会が今年は無事開催することができました。

2. 審議事項

第 1号議案令和 3年度事業活動報告

説明者杉本義光より事業活動報告を、また永田英文より各種会議、イベント等の

実績報告がなされた。

ェッコロ助成金の使途について質問があり、福祉車両の維持管理費や福祉有償

運送の資格講習等に使う旨説明があった。

第 2号議案令和 3年度収支決算報告及び会計監査報告

説明者水野洋一より収支決算報告を、野上ひな子より互助会収支決算報告を、監

事の小川栄治より監査報告の説明がなされた。

福祉車両の減価償却費について質問あり 、車両は 2年償却である旨説明があった。

議長は、第 1号議案及び第 2号議案の可否を求め、全員異議なく承認可決した。

第3号議案令和4年度組織及び役員（案）

説明者杉本義光より、新組織について、副代表及び事務局を廃止し事務局機能は

総務に包括する。理事人事では理事全員任期満了となる為、理事 7名のうち、

／ •••i-•S 
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石川庄六、内田正人が退任し＼靡苔｀；文、永田英文が新たに就任し、杉本義光、

松岡邦裕、野村一郎、内山浜美子、野上ひな子、が再任、小川栄治が監事を再任

する旨説明した。

議長は第 3号議案の可否を求めたところ、全員異議なくこれを承認可決し、

新谷英敏、永田英文は理事就任を承諾した。

第 4号議案令和4年度事業活動計画（案）

説明者杉本義光より令和4年度事業活動計画において、更なるネットワーク化

をはかり業務の共有化を進めていく、また地域活性化については、社会福祉協議会

の事業と連携をはかって協力を進めていく、担い手の確保では、年 2回の協力会員

募集説明会を実施し、社協の生活サポーター等の利用も検討の説明がなされた。

永田英文より各種会議、イベント等の年間予定において、事務当番会議は隔月に変

更し、スキルアップ講習を年 3回行う等の説明がなされた。

第5号議案令和4年度会計予算（案）

説明者水野洋一より会計予算案の説明がなされた。

議長は、第4号議案及び第5号議案の可否を求め、全員異議なく承認可決した。

第6号議案 理事選任及び法人役員名簿提出の件

議長は、添付の内容どおり「新役員 8名の名簿」及び「社員のうち 10名以上の

者の名簿」を提出したい旨説明し、第 6号議案の可否を求めたところ、全員異議な

くこれを承認可決した。

議長は、以上をもって審議事項はすべて終了したので閉会を宣言した。

通常総会の議決内容を明確にするため本議事録を作成し、議事録署名人石川庄六、

野村一郎は本総会の内容を正 しく反映していることを確認し記名捺印する。

令和4年4月22日

NPO法人大網お助け隊

代表

議事録署名人

議事録署名人
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就任承諾書

私は、令和4年4月22日の貴法人通常総会において、貴法人の

理事に選任されたので、その就任を承諾します。

令和 2年4月2び
打:ア[、．，.i’9’＼`しし :‘̀ } s f(＼ ＼＇ )¥ ！-....,、亨c...：やで＇侭乃く

と、）やさ判‘叩

千葉県大網白里市みずほ台 2-2 4-7¥ 

内山員美子

特定非営利活動法人大網お助け隊 御中



令和4年度NPO法人大網お助け隊理事会

令和 4年4月24日（金）

大網お助け隊事務所

15: 00---15: 20 

議事録

日時

場所

出席者 （理事）杉本義光、松岡邦裕、野村一郎、内山員美子、新谷英寿、永田英文

野上ひな子、（監事）小川栄治

理事全員の出席があり、内山箕美子理事が議長に推薦された。

議長から本理事会は有効である旨の宣言があり、以下の議事にはいった。

［審議事項］

第 1号議案 令和4年度通常総会開催の件

議長より、令和 4年度通常総会は 4月22日（金） 13 : 3 0より中央公民館にて開催、

以下の審議事項を定款第22条及び第 24条により議決した旨、報告があった。

第 1号議案令和3年度事業活動報告

第 2号議案令和 3年度収支決算報告及び会計監査報告

第 3号議案令和4年度組織及び役員（案）

第4号議案令和4年度事業活動計画（案）

第 5号議案令和4年度会計予算（案）

第6号議案 理事選任及び法人役員名簿提出の件

第2号議案理事長選任の件

通常総会の終了をもって理事石川庄六の退任があり、後任を議場に諮ったところ、副理事

の杉本義光より内山員美子氏を推薦したいと意見があり、 一同異議なくこれを承認し、内山

員美子は代表就任を承諾しt ・ • ‘ ・

．岱．．．
議長は、以上をもって審議事項はすべて終了したので閉会を宣言した。

本理事会の議決内容を明確にするため議事録を作成し、議事録署名人松岡邦裕、野村一郎は

本理事会の内容を正しく反映していることを確認し記名捺印する。

令和4年4月24日

; : ¥ ＼ヽぅE¥．ご炉入．、、っ名 ÙIしf
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NPO法人大網お助け隊

長

議事録署名人

議事録署名人
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就任承諾書

私は、令和4年4月24日の理事の互選において、貴法人の理事長に

選任されたので、その就任を承諾します。
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令和4年4月24日

千葉県大網白里市みずほ台 2-24-7

内山員美子
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特定非営利活動法人大網お助け隊 御中
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受付番号票貼付欄

特定非営利活動法人変更登記申請書

1. 会社法人等番号0400-05-019339

フリガナ トクテイ tエイリカッドりホりゾン オオアミオタスケタイ

1. 名称特定非営利活動法人大網お助け隊

1. 主たる事務所 千葉県大網白里市木崎34 1 

1. 登記の事由 理事の変更

Ver.3.0 

1. 登記すべき事項 「役員に関する事項」 ベプ介’に2蛉い・)：：：. 
「資格」理事

9. 

「住所」千葉県大網白里市細草87.6. 也130
「氏名」石川庄六 ユ，戸
「原因年月日」令和2年41e五＇日重任
「役員に関する事項」
「資格」理事

「住所」千葉県大網白里市細草876番地 130

「氏名」石川庄六 豆且 っ訊ふ
「原因年月日」令和 4年4凡!2退任

「役員に関する事項」
「資格」理事

「住所」千葉県大網白里市みずほ台 2-24-7

「指名」内山 慎美子 ＼` 

令和 4.1年 6.1月 ‘ーるい;,LI,./1 日」令和4年4凡祉亘就任 っ臼む

第 )0ワ）

上記のとおり受慣した．

千葉地方法務局

登記官岩崎功治
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Ver.3.0 

1. 添付書類
社員総会議事録
理事会議事録
定款

就任承諾書

印鑑証明書
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上記のとおり，登記の申請をします。

令和 4年月 日

申請人千葉県大網白里市木崎34 1 

特定非営利活動法人大網お助りf f¥Jん ''・・・

理事千葉県大網白里市みずほ台2→.24 ;; 砂
............ 

内山渓

ぐ
連絡先の電話番号 0 4 7達ー 72-8629

千葉地方法務局 御中



役員名簿（案） ＼喘寄／

役名 氏名（ふりがな） 住所又は居所 報酬の有無

理事
杉本（すぎもと）

義光（よしみつ）
大網白里市季美の森南3丁目 13番地7 佃"ヽヽ

理事
内山（うちやま）

置（ま）美（み）子（こ）
大網白里市みずほ台 2丁目 24番地7 細̀‘‘ 

理事
松岡（まつおか）

邦（くに）裕（ひろ）
大網白里市大網 19 4 2番地 1 佃‘’‘‘ 

理事
野村（のむら）

一郎（いちろう）
大網白里市ながた野 1丁目 20番地10 無

理事
新谷（あらや）

英（ひで）敏（とし）
大網白里市富田 2111-103 細’‘‘ 

理事
永田（ながた）

大網白里市みずほ台 3丁目 32番地18 無’’‘ 
英文（ひでふみ）

理事
野上（のがみ）

大網白里市みずほ台 2丁目 23番地9 紐‘’‘‘ 
ひな子（こ）

監事
小川（おがわ）

栄治（えいじ）
大網白里市柿餅33 7番地 無ヽヽ

社員のうち 10人以上の者の名簿（案）

氏名 住所又は居所

内山異美子 大網白里市みずほ台2丁目 24番地7

高橋美智子 大網白里市みずほ台 1丁目 15番地30

川崎貴剛 大網白里市上谷新田 37 5番地15 

野上ひな子 大網白里市みずほ台2丁目 23番地9

野村 一郎
(‘ 

大網白里市ながた野1T.目20番地10 ‘•‘ . ¥ 
松岡邦裕 大網白里市大網 19 4 2番地1

杉本義光 大網白里市季美の森南3丁目 13番地7

小川栄治 大網白里市柿餅33 7番地

床爪照男 大網白里市上谷新田 41 8番地20

新谷英敏 大網白里市富田 2111-103

永田英文 大網白里市みずほ台3丁目 32番地18 



印鑑（改印）届書
．※太枠の中に書いてください。

（地方）法務局 千葉 支局 ・出張所 年月 日届

（注 1)（屈w印ぱ鮮朋に押印してください，）
商号 ・名称 特定非営利活動法人大網お助け隊

本店・キたる事務所

印1 資 格
鑑

岱I氏 名
者

千葉県大網白里市木崎341

代表取締役 •取締役・代表理事

理事・（ ） 

内山 慎美子

生年月日 1 大 ・ 昭•平 ・ 西暦 24年 5月 2 4出生

口印鑑カードは引き継がなし、0

五 材印條カードを引き継ぐ。

2 印鑑カード番号 6004-0081528 

袖任者 石川庄六
届出人 （注3) 口印鑑提出者本人

会社法人窃番号 0400-05-019339 

口代理人

＊・直3)の印・。"-→●●●● ••" "-•• ●..、．．........
（巾区町村に登録したl'r)
※ 代理人は押印；r没

住所 千葉県大網白里市みずほ台 2-24-7

．．．．．．．．．そ．？．・ダ.1:...........,...................................................................................、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．“.．.．.．．.．.．.....．..．．.．....．．．.．．..．．..．．．..．．
r)チャ？ ー

．．
 .‘‘ マ

氏名 内山直美子

委 任 状

私は， （住所）

（氏名）

を代理人と定め，口印鑑（改印）の届出，口1恭付揖面の原本還付請求及び受領
の権限を委任します。

年 月 日

（注3)の印

印 〔市区町村に〕
登緑した日l鑑
l l l l 

市区町村長作成の印鑑証明書は，登記申請書に添付のものを援用する。 （注4)
('il 1) r.ll鑑(/J大きさは．辺(/)投さが 1cmを超え， 3c叫以内(/)布方形の中に収まるも(/)でなければなり
ません，

（注2) 印鑑カードを前任者から引き継ぐことができます。核当する口にレ自）をつけ，カードを引き継
いだ場合には，その印鑑カードの番号 ・前任者の氏名を記載してください。

直 3) 本人が届け出るときは，本人(/)仲所 ・氏名を記蔵し， 市瓢町村に畳鐵廣みの印●を押印してく
ださい。代理人が屈けIllるときは，代理人(}){l所 ・氏名を記戟（押印介・要）し，委任状に所要事
項を配載し（該当する口にはレ印をつける），本人が冑区町村1こ畳鱒賢みの印●を押印してくだ
さいなお，本人の住所・氏名が登記簿上の代表者の住所 ・氏名と一致しない場合には，代表者

〈:[:］：彗尉暑iiii害塁喜霞畠［亨雲必~I 受 付 l調 杏 1人 hl校 合

（乙暑 •8)

住所

氏 名
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この写しは、 登録された印影と相違ないことを証明します。

和 4年 7月15日
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特定非営利活動法人大網お助け隊定款

第1章総則

＂ （名称）

第1条 この法人は、特定非営利活動法人大網お助け隊という。

（事務所）

第2条 この法人は、 tたる出務所を千艇`県大網白甲市に附く。

9

T
 

第2章目的及び事業

（目的）

第 3条 この法人は、生活支援と移動支援を目的とする。この事業は、ふだん普通にできていた日常生活

ができなくなって困っている人や、脆弱な高齢者、障害者、子育てなどで手助けを必要とする人たち

の、生活課題に資することを目的とする。

（特定非営利活動の種類）

第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。

(1)保健、医療又は福祉の増進を図る活動

(2)子どもの健全育成を図る活動

（事業の種類）

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る事業として、次の事業を行

゜
4
ノ

① 高齢者の生活支援

② 子育て世代の支援

③ 障害者への支援

④ 一般の生活課題の支援

⑤ 高齢者の外出支援

⑥ 学童・園児の預かり・送迎

⑦ パソコン教室の事業

⑧ その他この法人の目的を達成するために必要な事業

＼ 第 3章会員
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（種別）

第6条 このi轟邑紐、次の 2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法（以下「法」という 。）
上の社員とする。

(1)正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人

(2)賛助会員この法人の目的に賛同し賛助するために入会した個人及び団体

（入会）

第7条会員の入会について、特に条件は定めない。

2 会員として入会しようとするものは、理事長が別に定める入会申込書により、理事長に申し込むも

のとし、理事長は、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。

3 理事長は、前項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本人にそ

の旨を通知しなければならない。

（入会金及び会費）

第8条 会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納入しなければならない。

（会員の資格の喪失）

第9条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。

(1)退会届の提出をしたとき。

(2)本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

(3)除名されたとき。

（退会）

第 10条会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。

（除名）

第 11条会員が次の各号の一に該当する至ったときは、総会の議決により、これを除名することがで

きる。前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁明の機会を与えなけ

ればならない。

(1)この定款等に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

（拠出金品の不返還）

第 12条 既納の入会金、会費その他の拠出金品は、返還しない。

“ 

第4章役員
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（種別及び定数）

第 13条この法人に次の役員を置く。

(1)理事 3人以上 7人以下

(2)監事 1人

2 理事のうち 1人を理事長とし、 2人を副理事長とする。

喜

（選任等）

第14条理事及び監事ば：総会にお-いて選任する。

2 理事長及び副理事長は〈：：の互選り する。

3 役員のうちには、それそ 役員tとついて、その配偶者若しくは 3親等以内の親族が 1人を超え
て含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び3親等以内の親族が役員の総数の 3分の 1を超え

て含まれることになってはならない。

4 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。

（職務）

第15条理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2 理事長以外の理事は、法人の業務について、この法人を代表しない。

3 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるとき又は理事長が欠けたときは、理事長があ

らかじめ指名した順序によって、その職務を代行する。

4 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の業務を執行

する。

5 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。

(2) この法人の財産の状況を監査すること。

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若し

くは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報

告すること。

(4)前号の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、若しくは理

事会の招集を請求すること（）

→ 

（任期等）第16 条役員の任期［い〗する。ただし、再任を妨げない。 Ir↓ 

2 前項の規定に~かわらず、後任の役員が任されていない場合には、任期の末日後最初の総会が

終結するまでその任期を伸長する。 ／更
3 補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、 それぞれの前任者又は現任者の任期の

残存期間とする。
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疇 ） 戸
4 役員は、辞1• 任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければな

らない。

（欠員補充）

第 17条理事又は監事のうち、その定数の 3分の 1を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充し

なければならない。

（解任）

第 18条役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任することがで

きる。この場合、その役員に対し、議決する前に弁明の機会を与えなければならない。

(1)職務の遂行に堪えない状況にあると認められるとき。

(2)呻上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

（報酬等）

第 19条役員は、その総数の 3分の 1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第5章総会

（種別）

第 20条この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の 2種とする。

（構成）

第 21条総会は、正会員をもって構成する。

（権能）

第 22条総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解散

(3)合併

(4)事業計画及び予算並びにその変更

(5)事業報告及び決算

(6)役員の選任又は解任、報酬及び費用弁償

(7)入会金及び会費の額

(8)除名

(9)資産の管理の方法

ルも
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(10)借入金（その沿五沿内のt；益をもって償還する。短期借入金を除く。第 46条において同じ。）
その他新たな義務の負担及び権利の放棄

(11)清算人の選任

(12)残余財産の帰属

(13)事務局の組織及び運営

(14)その他運営に関する重要事項

（総会の開催）

第 23条通常総会は、毎事業年度 1回開催する。

2臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

(1)理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。

(2)正会員総数の 5分の 1以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求があ

ったとき。

(3)第 15条第5項第4号の規定により、監事から招集があったとき。

(4)法第 14条の 3第 1項の規定により理事から招集があったとき。

（総会の招集）

第 24条 総会は、第 23条第2項第3号又は第4号の場合を除き、理事長が招集する。

2 理事長は、第 23条第2項第 1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日から 30日

以内に臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法をも

って、少なくとも開催の日の 5日前までに通知しなければならない。

＇
一●1- （総会の隊長）

＇ 第 25条総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。

| 第 26条総会は、正会員総数の 2分の 1以上の出席がなければ開会することができない。（定足数）

i
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（総会の議決）

第27条総会における議決事項は、第 24条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。

2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。

“ 3 理事又は正会員が総会の目的である事項について提案した場合において、正会員全員が魯面又

は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案を可決する旨の総会の決議があったも

のとみなす。

（総会での表決権等）
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』 第 28条各正会閃冒りは、平等なるものとする。

2 やむを得ない ． のため総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書

I 面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができ
る。

，
 
渥

3 前項の規定により表決した正会員は、第 26条、第 27条第2項、第 29条第 1項第2号及び第

47条の適用については、総会に出席したものとみなす。

4 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることができな

し‘

1 （総会の議事録）

遍
•

I 第 29条総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)日時及び場所

置――

ー

~/, 

曇

9
-
蔓

置

(2)正会員総数及び出席者数（書面若しくは電磁的方法による表決者又は表決委任者がある場合

にあっては、その数を付記すること。）

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が記名押印又は署名

しなければならない。

3 前2項の規定に関わらず、正会員全員が書面又は電磁的記録をもって同意の意思表示をしたこ

とにより、総会の決議があったとみなされた場合においては、次の事項を記載した議事録を作成しな

ければならない。

(1)総会の決議があったものとみなされた事項の内容

(2)前号の事項の提案をした者の氏名又は名称

(3)総会の決議があったものとみなされた日

(4)議事録の作成に係る職務を行った者の氏名

会事理章6
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第30条理事会は、理事をもって構成する。

（理事会の権能）l 第 31条理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決す；。
(1)総会に付議すべき事項

(2)総会の議決した事項の執行に関する事項
-
1
1
1
9量

一
•
1
1

(3)その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

,＇ 

ー
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I ご；）の理理：：ここ竺 ；こき：当する場合に開催する。

(2)理事総数の 2分の 1以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請求があ

ったとき。

(3)第 15条第5項第5号の規定により、監事から招集の請求があったとき。
曝

II 
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（理事会の招集）

第 33条理事会は、理事長が招集する。

2理事長は、第 32条第2号及び第3号の規定による請求があったときは、その日から 30日以内に

理事会を招集しなければならない。

3理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法を

もって、少なくとも開催の日の 5日前までに通知しなければならない。

（理事会の議長）

l 第 34条理事会の議長は、理事長がこれに当たる。
ー

濯

（理事会の議決）

第 35条理事会における議決事項は、第 33条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。

2理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（理事会での表決権等）

彊門む各ご:し:：由権；まt：め平：；；：出のここい理事は、あらかじめ通知された事項について書面
電磁的方法をもって表決することができる。
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＇ I （理事会の議事録）ロ
第 37条理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

(1)日時及び場所

＂ 量
Ii,
 

，
 

直

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名（書面又は電磁的方法ピょる表決者にあっては、その旨を

付記すること。）

(3)審譲事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項
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2議事録には、議氏急誓］ツ会議において選任された議事録署名人2人以上が記名押印又は署名しな

ければならない。

第7章資産及び会計

（資産の構成）

第38条この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1)設立の時の財産目録に記載された資産

(2)人会金及び会費

(3)寄付金品

(4)財産から生じる収益

(5)事業に伴う収益

(6)その他の収益

（資産の管理）

第 39条この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

（会計の原則）

第40条この法人の会計は、法第 27条各号に掲げる原則に従って行うものとする。

（事業計画及び予算）

第 41条この法人の事業計画及びこれに伴う予算は、理事長が作成し、総会の議決を経なければならな

"‘o 

（暫定予算）

第 42条第 41条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理事長は、

理事会の隊決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収益費用を講じることができる。

2前項の収益費用は、新たに成立した予算の収益費用とみなす。

（予算及び事業計画の追加及び更正）

第 43条議決後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算及び事業計画の追加

又は更正をすることができる。
ぃ

（事業報告及び決算）

第44条この法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書類は、毎事

業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なければならない。

2決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。
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（事業年度）

第 45条この法人の慧暫‘毎年4月1日に始まり翌年3月3I日に終わる。

（臨機の措置）

第 46条予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は権利の放

棄をしようとするときは、総会の議決を経なければなちない。

第8章定款の変更、解散及び合併

（定款の変更）

• 第 47条この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の 4分の 3以上の多数によ

る議決を経、かつ、法第 25条第 3項に規定する事項を変更す．る場合、所轄庁の認証を得なければなら

ない。

（解散）

第48条この法人は、次に掲げる事由により解散する。

(1)総会の決議

(2)目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)正会員の欠亡

(4)合併

(5)破産手続開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2前項第 1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の 3以上の承諾を得なけれ

ばならない。

3第 1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

（清算人の選任）

第49条この法人が解散（破産手続開始の決定による解散を除く。）するときは総会において、清算人を

選任する。又は、選任しない場合は理事が清算人となる。

（残余財産の帰属）
贔↓

第50条この法人が解散（合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。）したときに残存する財産

は、法第 11条第3項に掲げる者のうち、総会で議決したものに譲渡するものとする。
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（合併）

11 第:1、:轄こ月？こ人；を↑喜靡誓；t：；：。は、総会において正会員総数の4分の3以上の艤決を経、か

第9章公告の方法

（公告の方法）

第52条この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。

ただし、法第 28条の 2第 IJfiに規定する1r侶対照表の公小につし、ては、内閣府 NPO法人ボークルサ
イト（法人人）J1＼り報欄）に掲載して行う’‘

第10章事務局

（事務局の設置等）

第53条この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を置く。

2事務局には、事務局長その他の職員を置く。

3事務局長及びその他の職員は、理事長が任免する。

4事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第11章雑則

（細則）

第54条この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれを定める。

附則

1 この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。

理事長石川庄六

副理事長杉本義光

同松岡邦裕

理事内田正人

同野村 一郎

同内山奨美子

同野上ひな子

監事床爪照男

.,i, 

3 この法人の設立当初の役員の任期は、この定款の規定にかかわらず、成立の日から平成 30年3月



r

入り・
31日までとする。

4 この法人の設立路讐月g業計画及び予算は、この定款の規定にかかわらず、設立総会の定めるとこ
ろによるものとする。

5 この法人の設立当初の事業年度は、この定款の規定にかかわらず、成立の日から平成 30年 3月31

日までとする。

6 この法人の設立当初の入会金及び会費は、この定款の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

(1)正会員入会金 10 0 0円

(2)賛助会員入会金 30 0 0円

(3)会費 0円
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